
　　　　令和６年度シラバス（地理歴史）　　　　　　　　学番（４１）　新潟県立見附高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

山川出版社『歴史総合　近代から現代へ』

 　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル

化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。

⑴近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関

わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける

ようにする。

⑵近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど

に着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりす

る力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

⑶近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追求、解決しようとする態度を養

うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や

他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

２　学習目標

３　指導の重点

山川出版社『歴史総合　近代から現代へ　ノート』

山川出版社『ダイアローグ歴史総合』

地理歴史（歴史総合） 単位数 　２単位 学年（コース）
２学年

必修・選択

卒業までに次の資質・能力を育成する。

①「深慮にして実践」「誠実にして勉励」「和親にして敬愛」の
　教育目標の下、物事に主体的に取り組む姿勢を育成する。

②自身の健康を保ちつつ、社会的な自立を目指し、多様性を尊重
　しながら他者と協働して取り組む力を育成する。

③教科横断的な視点をもち、様々な学習活動をとおして、創造
　力、行動力、コミュニケーション能力を育成する。

グラデュエーション・ポリシー

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。

①生徒一人ひとりの目標や進路希望が実現できる教育課程を編成
　し、教育活動を展開する。

１　グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

②３年後の進路を見据えた学力の定着と活用に向け、ＩＣＴ機器
　を活用するなどして、主体的・対話的で深い学びと探究的な学
　習を行う。

③自己の在り方生き方を探究するため、「総合的な探究の時間」
　を主軸に、課題発見・解決、自己表現の育成に取り組む。

④様々な状況や環境に対応し自己の力を向上させるため、ボラン
　ティア活動やインターンシップ、外部検定試験など、生徒が自
　ら挑戦できる機会となる情報を積極的に提供する。

⑤学校行事や部活動などの生徒の主体的な活動の支援に向け、安
　全・安心な教育環境に努める。

カリキュラム・ポリシー

①日本史・世界史という従来の考えにとらわれず、世界の中の日本という視点を養う。

②ペリーの来航以来、自由貿易体制の構築という世界の流れに日本が組み込まれていき、今日に至っ

　ているという事実を多角的な観点から理解させる。

４　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　近現代史上の様々な事象について、世

界とその中の日本を広く相互的な視野か

らとらえている。

また、多様な資料から歴史に関する様々

な情報を得て、それを調べてまとめる技

能を身につけている。

　近現代の歴史の変化の意義や特

徴を、多面的・多角的に考察し、

歴史的課題を解決できる力やそれ

を発表することができる。

　世界の一体化・自由貿易体制へ

の編入に伴う近現代特有の歴史上

の事象や課題にすすんで興味・関

心を持ち、主体的に追求・解決し

ようとしている。



以上の観点を踏まえ、

・定期考査等の分析

・レポート、ワークノート、提出物など

の内容の確認

などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、

・定期考査等の分析

・授業中の発言、発表などの観察

・レポート、ワークノート、提出物など

の内容の確認

などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、

・授業中の発言、発表などの観察

・レポート、ワークノート、提出物などの内容の

確認

・振り返りシートの記述の分析

などから評価します。

内容のまとまりごとに、各観点

「Ａ：十分満足できる」「Ｂ：おおむね満足できる」「Ｃ：努力を要する」で評価します。

内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

各観点における評価方法は次とおりです｡

５　評価方法
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７０時間（50分授業）

・現代の課題

【テーマ】現代的な諸課題の形

成と展望

それぞれの教材（単元）につき一時間程

度で学習する。

テーマ学習については、テーマに沿って

レポートを作らせて提出させる。

4

レポート、ワーク

ノート等

授業の取り組み
2

グローバル化

と私たち

4
【テーマ】グローバル化への問

い

・冷戦と世界経済

・グローバル化する世界

それぞれの教材（単元）につき一時間程

度で学習する。

テーマ学習については、テーマに沿って

レポートを作らせて提出させる。

13

レポート、ワーク

ノート等

授業の取り組み6

3

1 1 定期テスト

・各学期（または定期考査）ごとに授業ノートやワークノートの提出があります。

・テーマ学習では、テーマに沿ってレポートを作成します。

・長期休業中の課題は、別途指示します。

1定期テスト

1

近代化と私たち

明治維新と日本の立憲体制

帝国主義の展開とアジア

【テーマ】近代化と現代的な諸

課題

それぞれの教材（単元）につき一時間程

度で学習する。

テーマ学習については、テーマに沿って

レポートを作らせて提出させる。

10

国際秩序の変

化や大衆化と

私たち

【テーマ】国際秩序の変化や大

衆化への問い

・第一次世界大戦と大衆社会

・経済危機と第二次世界大戦

(前半)

それぞれの教材（単元）につき一時間程

度で学習する。

テーマ学習については、テーマに沿って

レポートを作らせて提出させる。 15

国際秩序の変

化や大衆化と

私たち

・経済危機と第二次世界大戦

(後半)

・戦後の国際秩序と日本の改革

【テーマ】国際秩序の変化や大

衆化と現代的な諸課題

それぞれの教材（単元）につき一時間程

度で学習する。

テーマ学習については、テーマに沿って

レポートを作らせて提出させる。
13

レポート、ワーク

ノート等

授業の取り組み

2

定期テスト 1 1 定期テスト

グローバル化

と私たち

2

８　担当者からの一言

　ペリーの襲来以降の日本の近現代史を縦軸にして、19世紀以降の世界の歴史を学びます。政治的には

主権国家による国際秩序の構築、経済的には自由貿易体制の確立という世界の流れを理解することができ

ます。
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７　課題・提出物等
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定期テスト

定期テスト

レポート、ワーク

ノート等

授業の取り組み

レポート、ワーク

ノート等

授業の取り組み

６　学習計画

近代化と私たち 10

レポート、ワーク

ノート等

授業の取り組み

それぞれの教材（単元）につき一時間程

度で学習する。

テーマ学習については、テーマに沿って

レポートを作らせて提出させる。

【テーマ】近代化への問い

結びつく世界

近代ヨーロッパ・アメリカ世界

の成立

月 単元名 授業時数 教材名 学習活動（指導内容） 時間 評価方法
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